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計画掲載
ページ

記入者

記入
要領

 ◆自立支援、介護予防
　 又は重度化防止

◎項目名を記入してください。

〈例〉
・認知症施策
・地域ケア会議　等

※内容に応じて自由に設定してくださ
い。

◎目標を設定するに至った現状と
課題（「取組と目標」を設定した背
景）を記入してください。

◎第９期における具体的な取組

・「現状と課題」に記入した課題等を
解決するため、第９期計画に記載し
た取組を記入してください。

◎「取組」に対し、計画に記載した
目標を記入してください。

◎令和７年度の取組状況と、「目標」に
対する令和７年度の実績を記入してくだ
さい。

◎目標に対する実績、及び「理想
像」に近づいているかどうかという
観点から自己評価を行い、その結
果をプルダウンで選択してくださ
い。

　「◎」達成できた
　「○」概ね達成できた
　「△」達成はやや不十分
　「×」全く達成できなかった

から選択

◎左記自己評価について、どのよ
うな理由からそのような評価を行っ
たのか、記入してください。

・目標の達成状況に関する調査及
び分析内容（達成できた背景、達成
できなかった要因・課題等）につい
て記入すること。

◎左記自己評価を受けて、今後の
対応策等を記入してください。 ◎「取組と

目標」が記
載されてい
るページを
記入してく
ださい。

◎記入者
の氏名を記
入してくだ
さい。
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　 高齢者の身近な通いの場への社
会参加や、積極的な社会参加活動
の推進。

 　65歳以上人口及び75歳以上
人口は横ばいから減少傾向にあ
るが、それを上回る率で、生産年
齢人口が減少しているため、高
齢化が進行し、地域の担い手は
減少している。介護事業所を含
めた産業全体の継続が難しく
なってきている。

　高齢者の身近な通いの場への
参加や、積極的な社会参加活動
を推進し、地域の担い手として活
躍できるしくみを拡充していく。
　 さらに高齢者の生きがいや介
護予防、健康づくりを推進し「閉
じこもり」や「転倒」予防に取り組
み健康長寿につなげる。
　 また、介護予防・日常生活支
援総合事業の見直しや拡充、給
付の適正化を図り重度化を防止
する取り組みを強化していく。

住民主体の介護予防拠点数
　 2021：160か所（第８期計画）
　 2022：160か所
　 2023：160か所
　 2024：130か所（第９期計画）
　 2025：140か所
　 2026：150か所

週１回の体操を実施する拠点数
　 2021：　20か所（第８期計画）
 　2022：　25か所
　 2023：　30か所
 　2024：　40か所（第９期計画）
　 2025：　50か所
　 2026：　60か所

住民主体の介護予防拠点数
　 2021：118か所（第８期）
　 2022：114か所
　 2023：124か所
　 2024：129か所（第９期）
　 2025：125か所

 
週１回の体操を実施する拠点数
　 2021：　17か所（第８期）
　 2022：  19か所
　 2023：  30か所
　 2024：　39か所（第９期）
　 2025：  41か所

○

　住民主体の介護予防拠点につい
ては、自治会の高齢化や人口減に
よるリーダー後継者不在、会員減で
継続が困難となる通いの場が廃止
や休止となるため、伸び悩んでい
る。
　週１の体操を継続する拠点につい
ては、２０２３年度は当初に３０箇所
の目標を達成しているが、毎年、前
年に比べ増加しているが、目標まで
は至らなかった。

　新規立ち上げ支援とともに継続の
ための専門職等による継続支援を
引き続き丁寧に行っていく。
　既存の拠点への参加者を増やす
ため、高齢者の保健事業と介護予
防の一体的実施事業等と連動した
取組を強化していく。
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工藤裕崇
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取組状況と実績 自己評価 次年度対応策
備　　　考

項　目 現状と課題 取　　　組 目　　　標


